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日本赤十字社血液事業の損益計算書分析
An Analysis of Income Statement on Blood Program 
in Japanese Red Cross Society
	 	 	 	 井　出　健二郎
	 	 	 	 Kenjiro	Ide
【Abstract】
　In this paper, The main issue is to analyze financially Blood Program in Japanese Red Cross Society 
（JRCS）. The Accounting Standards on Blood Program in JRCS have revised in the accounting year of 
2013. It is almost equal to Business Accounting Standards.
　Therefore, the Income Statement clearly show Blood Program activities. It is compared to it did. How 
about is the financial performance and financial position on Blood Program in JRCS? In the process of 
taking analysis of Income Statement and developing the discussions, we’ll also understand profitability 
on Blood Program in JRCS.
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1.　背景（Backgrounds）
　日本赤十字社血液（特別）事業において，「収
益性分析については，非営利組織体である日本赤
十字社に，その向上を追求させることに心ながら
抵抗があるが，収益性は低調であると言わざるを
得ない。」と論文で述べたことがある 1）。また，
同時に，「収益をより一層追い求め，費用を徹底
的に削減する……稼ぎを増やし，費用を抑える
……これしか利益の確保はない。安全性を常に確
保する中で，収益性を向上していくか……日本赤
十字社血液事業の経営戦略に大いに期待したい。」
と，日本赤十字社の血液（特別）事業の経営に期
待していた 2）。
　本稿は，いうまでもなく，その流れを踏襲し，
継続した血液（特別）事業の経営分析である。拙
稿（2015-a）「日本赤十字社血液事業の財務分析」
（『和光経済』第 48 巻第 1 号，pp. 9-22）では，
財務分析として，損益計算書および貸借対照表を
中心に分析を行っている。その結果として，収益
性と安全性の分析視点から論じたものとなってい
る。
　本稿は，日本赤十字社の血液事業経営・運営に
つき，損益計算書のみに焦点をあてて分析するも
のである。
2.　目的（Goals）および目標（Objectives）
　本稿は，日本赤十字社の血液事業経営・運営が
どのような状況になっているかの一部を把握する
ことがゴールである。そこで，本稿は以下の 2 点
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の目標を達成するようにしたい。
　1 つは分析データでも明らかにするように，日
本赤十字社血液事業特別会計として平成 24 年 3
月期から報告している「血液事業特別会計歳入歳
出決算書」をもとにした財務諸表の数値（金額）
等を基本的に検討する 3）。この検討により，平成
26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期までの 3 か年に
わたる血液事業の経営動向が把握できるからであ
る。
　もう 1 つは，「血液事業特別会計歳入歳出決算
書」の 3 か年にわたる損益計算書を利活用し，経
営分析する。財務諸表に記載されている数値（金
額）等のみならず，事業経営の実態が把握できる
と考えたからである。
　上記 2 点の目標を達成していくことにより，日
本赤十字社血液事業の収益性や安全性を認識する
という目的が結実されると考えている。
3.　分析データ（Collectingdata）と
調査方法（Methods）
　研究にあたっての分析資料については，日本赤
十字社が血液事業における会計制度を全面的に改
正した平成 24 年 4 月以降の「日本赤十字社血液
事業特別会計規則」にもとづく以下のような財務
諸表をもとに分析している 4）。
　1. 平成 25 年度血液事業特別会計歳入歳出決算
書（実数）―損益計算書，貸借対照表，
キャッシュ・フロー計算書，剰余金処分（損
失金処理）計算書
　2. 平成 26 年度血液事業特別会計歳入歳出決算
書（実数）―損益計算書，貸借対照表，
キャッシュ・フロー計算書，剰余金処分（損
失金処理）計算書
　3. 平成 27 年度血液事業特別会計歳入歳出決算
書（実数）―損益計算書，貸借対照表，
キャッシュ・フロー計算書，剰余金処分（損
失金処理）計算書
　また，同様に日本赤十字社血液事業本部が年次
の総会等に利活用している，以下の「事業報告及
び歳入歳出決算の概要」も研究資料とする。
　4. 平成 25 年度事業報告及び歳入歳出決算の概
要
　5. 平成 26 年度事業報告及び歳入歳出決算の概
要
　6. 平成 27 年度事業報告及び歳入歳出決算の概
要
　研究方法は，次の 2 つの方法により構成される。
ひとつ目の方法は，分析データ 1 〜 3 に示されて
いる「血液事業特別会計歳入歳出決算書」をもと
にした財務諸表の数値（金額）等を精緻に比較検
討することによる。
　ふたつ目の方法は，3 か年にわたる損益計算書
をさまざまな分析指標をもとにして経営分析する
ことによる。財務諸表に記載されている数値（金
額）等の重要性は大きいが，単一の項目のみを考
察するには限界がある。すなわち，ある項目とあ
る項目とを組み合わせることから得られる比率・
割合はより客観的な，事業経営の実態把握に迫れ
ると考えたからである。ただし，本稿は，収益性
という分析視点を提示することを限界としている。
4.　結果と考察（Resultsand
Observations）
4.1.　平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期に
おける血液事業特別会計歳入歳出決算書・
損益計算書（財務数値）による実数分析に
よる結果と考察
　平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期の 3 か年
にわたる血液事業特別会計歳入歳出決算書・損益
計算書（財務数値）による実数分析は，図表 1 の
通りである。
　まず，売上高いわゆる事業収益は，平成 26 年
3 月 期（ 以 下，H26/3. と 省 略 す る ）
162,992,324,149 円， 平 成 27 年 3 月 期（ 以 下，
H27/3. と省略する）166,654,922,884 円，平成 28
年 3 月 期（ 以 下，H28/3. と 省 略 す る ）
157,466,859,375 円と推移している。これは，平成
26 年 3 月期から平成 27 年 3 月期（以下，H26-
H27.と省略する）が2.25％の増収となっていたが，
平成 27 年 3 月期から平成 28 年 3 月期（以下，
『和光経済』第 49 巻第 3 号36
図表 1　日本赤十字社血液事業特別会計　平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期における
歳入歳出決算書・損益計算書（財務数値）
（出所）平成 25 年度日本赤十字社血液事業特別会計歳入歳出決算書，平成 26 年度日本赤十字社血液事
業特別会計歳入歳出決算書，平成 27 年度日本赤十字社血液事業特別会計歳入歳出決算書より筆
者作成。
損益計算書
平成 26 年 3 月期 平成 27 年 3 月期 平成 28 年 3 月期
事 業 収 益
輸 血 用 血 液 製 剤 供 給 収 益 144,265,314,655 147,766,142,072 147,678,503,710
分 画 製 剤 供 給 収 益 9,088,151,577 8,992,849,281  
原 料 血 漿 供 給 収 益 9,456,067,922 9,824,351,331 9,611,134,690
そ の 他 事 業 収 益 182,789,995 141,580,200 177,220,975
事 業 収 益 計 162,992,324,149 166,654,922,884 157,466,859,375
供 給 原 価
期 首 た な 卸 高 16,350,483,766 16,098,164,201 16,388,185,284
当 期 製 造 原 価 117,826,615,493 123,913,524,903 115,554,861,232
そ の 他 供 給 原 価 ―― ―― 6,939,502
期 末 た な 卸 高 8,305,584,552 8,050,896,448 15,920,173,714
供 給 原 価 計 126,384,519,610 131,674,400,268 116,029,812,304
供 給 利 益（ 損 失 ） 36,607,804,539 34,980,522,616 41,437,047,071
管理供給費
人 件 費 21,113,886,822 22,759,702,306 20,369,492,238
経 費 21,063,408,933 23,375,196,044 19,742,848,475
管 理 供 給 費 計 42,177,295,755 46,134,898,350 40,112,340,713
調査研究費
人 件 費 681,489,534 673,602,548 604,398,150
材 料 費 344,332,333 353,572,034 306,818,745
経 費 432,695,003 420,999,874 476,610,301
調 査 研 究 費 計 1,458,516,870 1,448,174,456 1,387,827,196
事 業 利 益（ 損 失 ） Δ 7,028,008,086 Δ 12,602,550,190 Δ 63,120,838
事業外収益 3,232,497,114 2,009,964,278 1,903,402,859
事業外費用 4,222,998,935 3,624,881,702 3,600,909,349
事 業 外 利 益（ 損 失 ） Δ 990,501,821 Δ 1,614,917,424 Δ 1,490,056,487
関連事業収益 1,264,005,000 1,548,751,735 1,663,021,328
関連事業費用 1,079,847,996 1,721,306,752 1,392,450,487
関 連 事 業 利 益（ 損 失 ） 184,157,004 Δ 172,555,017 270,570,841
経 常 利 益（ 損 失 ） Δ 7,834,352,903 Δ 14,390,022,631 Δ 14,900,056,487
特別利益 1,748,905 7,740,918 365,290,408
特別損失 1,278,770,274 1,124,044,982 624,037,874
税引前当期純利益（損失） Δ 9,111,374,272 Δ 15,506,326,695 Δ 1,748,803,953
法人税等 2,700,000 3,345,800 3,490,062
当 期 純 利 益（ 損 失 ） Δ 9,114,074,272 Δ 15,509,672,495 Δ 1,752,294,015
前 期 繰 越 剰 余 金 16,096,099,217 6,982,024,945 0
当 期 未 処 分 剰 余 金 6,982,024,945 Δ 852,7647,550 Δ 1,752,294,015
（円）
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H27-H28. と省略する）は 5.51％の減収となって
いる。
　収益項目の内訳については，輸血用血液製剤供
給にかかわる収益は，H26/3. 144,265,314,655 円，
H27/3. 147,766,142,072 円，H28/3. 147,678,503,710
円と推移している。収益の増加率については
H26-H27. は 2.43％，H27-H28. はΔ 0.06％と事業
収益構造と同様の傾向である。また，原料血漿供
給 の 収 益 は，H26/3. 9,456,067,922 円，H27/3. 
9,824,351,331 円，H28/3. 9,611,134,690 円と推移し，
増 減 率 は H26-H27. は 3.89％，H27-H28. は Δ
2.17％であり，前年度比等に比べて減少率が大き
くなってきている。
　その他の事業収益に目を転じれば，H26/3. 
182,789,995 円，H27/3. 141,580,200 円，H28/3. 
177,220,975 円となっている。増減率は，H26-
H27. はΔ 22.54％，H27-H28. にいたっては 25.17％
と大きな増率である。
　それでも事業収益全体が減益傾向にあるのは，
輸血用血液製剤供給にかかわる収益が，それ以外
の供給収益に比べて格段に大きな比重を占めてい
るからである。
　上記にかかわる事業収益及び細目収益の増減率
については，図表 2 にまとめたとおりである。
　次に，血液事業の各利益の推移について考察す
る。 供 給 利 益 は，H26/3. 36,607,804,539 円，
H27/3. 34,980,522,616 円，H28/3. 41,437047,071 円
と推移している。H28/3. は前年度に比べて大き
く利益を確保している。増減率で確認すれば，
H26-H27. はΔ 4.45％であったのに対して，H27-
H28. は 18.46％と大きな増益率となっている。
　事業活動の成果とされる事業損益は，H26/3. 
Δ 7,028,008,086 円，H27/3. Δ 12,602,550,190 円，
H28/3. Δ 63,120,838 円と損失の状態で推移して
いる。
　また，事業外損益は，H26/3. Δ 990,501,821 円，
H27/3. Δ 1,614,917,424 円，H28/3. Δ 1,490,056,487
円と事業損失と同様の状態で推移している。増減
率では，H26-H27. はΔ 63.04％で，より損失が大
きくなっている一方で，H27-H28. では，8.38％
と損失の幅は減少している傾向にある。
　 一 方， 関 連 事 業 損 益 に つ い て は H26/3. 
184,157,004 円，H27/3. Δ 172,555,017 円，H28/3. 
270,570,841 円と推移している。H26/3. は利益，
H27/3. は損失，H28/3. は利益であり，平坦化は
図 ら れ て い な い。 増 減 率 は，H26-H27. は Δ
556.91％，H27-H28. は 443.13％となっている。
　あとに続く経常損益，税引前当期純損益，当期
純損益については，図表 3 の供給利益ほか各利益
の増減率にも示してあるように，いずれも損失の
成績で推移している。増減率については，経常損
失 が 増 減 率 は，H26-H27. は Δ 83.68％，H27-
H28. はΔ 3.42％，税引前当期純損失は H26-H27.
はΔ 70.19％，H27-H28. は 886.87％，当期純損失
は H26-H27. はΔ 70.17％，H27-H28. は 885.11％
と損失幅が大きく縮小改善している。
　次に，費用関係について考察しておく。まず，
供給原価については，H26/3. 126,384,519,610 円，
図表 2　事業収益及び細目収益の増減率（前年度比）
（出所）平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期の 3 か年
にわたる血液事業特別会計歳入歳出決算書・損
益計算書（財務数値）より筆者作成。
H26 年 -H27 年 H27 年 -H28 年
事業収益全体 2.25％ 5.51％
輸血用血液製剤
供給収益
2.43％ Δ 0.06％
分画製剤供給収益 Δ 1.05％
原料血漿供給収益 3.89％ Δ 2.17％
その他事業収益 Δ 22.54％ 25.17％
図表 3　供給利益ほか各利益の増減率（前年度比）
H26 年 -H27 年 H27 年 -H28 年
供給利益（損失） Δ 4.45％ 18.46％
事業利益（損失） Δ 79.32％
事業外利益（損失） Δ 63.04％ 8.38％
関連事業利益
（損失）
Δ 556.91％ 443.13％
経常利益（損失） Δ 83.68％ Δ 3.42％
税引前当期純利益
（損失）
Δ 70.19％ 886.87％
当期純利益（損失） Δ 70.17％ 885.11％
（出所）平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期の 3 か年
にわたる血液事業特別会計歳入歳出決算書・損
益計算書（財務数値）より筆者作成。
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H27/3. 131,674,400,268 円，H28/3. 116,029,812,304
円と推移している。費用が純増傾向にあると思わ
れていたが，H28/3. では減少している。管理供
給 費 に つ い て は，H26/3. 42,177,295,755 円，
H27/3. 46,134,898,350 円，H28/3. 40,112,340,713
円となっており，供給原価同様の費用傾向となっ
ている。一方で，調査研究費については H26/3. 
1,458,516,870 円，H27/3. 1,448,174,456 円，H28/3. 
13,878,196 円と費用が逓減している様子がうかが
える。
　これまでが経常的な費用の状況であるが，以下
では事業外費用と関連事業費用について数値を確
認しておく。事業外費用については，H26/3. 
4,222,998,935 円，H27/3. 3,624,881,702 円，H28/3. 
3,600,909,349 円と推移し，費用は減少傾向にある。
また，関連事業費用は，H26/3. 1,079,847,996 円，
H27/3. 1,721,306,752 円，H28/3. 1,392,450,487 円
と H26-H27. は 641,458,756 円の費用増となった
一方で，H27-H28. は 328,856,265 円の費用減少と
なっている。
4.2.　平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期に
おける血液事業特別会計・収益性分析によ
る結果と考察
　まず，売上総利益率にあたる供給利益率は，
H26/3. 22.46％，H27/3. 20.99％，H28/3. 26.31％
であり，利益率がこの間上下している。そのト
レードオフの関係にある供給原価率は，H26/3. 
77.54％，H27/3. 79.01％，H28/3. 73.69％となっ
ており，平成 28 年 3 月期では原価率が低下して
いる比率となっている。供給利益率と供給原価率
については図表 4 の通りである。
　次に，図表 5 に示した事業利益率，経常利益率，
当期純利益率の推移を検討してみる。事業損益，
経常損益，当期純損益がいずれも損失の状態であ
るため，有効値といい難い側面もあるが，事業利
益 率 は，H26/3. Δ 4.31％，H27/3. Δ 7.56％，
H28/3. Δ 4.01％， 経 常 利 益 率 は，H26/3. Δ
4.81％，H27/3. Δ 8.63％，H28/3. Δ 9.46％，当
期純利益率は，H26/3. Δ 5.59％，H27/3. Δ 9.31％，
H28/3. Δ 1.11％となっている。経常利益率は経
年的に損失の状態にあるばかりか，損失幅が大き
くなっていると推測されるが，事業利益率と当期
純利益率については，平成 28 年 3 月期において
は損失幅が縮小している傾向にある。
　これまでの利益率の考察ではそれぞれが損失で
あり，有効な分析が難しい。そこで，減価償却費
の影響を排除した償却前事業利益率（事業利益に
減価償却費を加算した・戻した金額を事業収益で
除して計算した利益率）を算定することとしたい。
ち な み に， 減 価 償 却 費 に つ い て は，H26/3. 
8,707,303,426 円，H27/3. 9,739,726,929 円，H28/3. 
9,750,778,334 円となっている。
　その結果として，図表 6 の通り，H26/3. 1.03％，
H27/3. Δ 1.72％，H28/3. 6.15％となっている。
図表 5 における事業利益率と比較して明らかにな
るが，平成 26 年 3 月期と平成 28 年 3 月期におい
図表 4　供給利益率，供給原価率
（出所）平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期の 3 か年にわ
たる血液事業特別会計歳入歳出決算書・損益計算書
（財務数値）より筆者作成。
H26 年 3 月期 H27 年 3 月期 H28 年 3 月期
供給利益率 22.46％ 20.99％ 26.31％
供給原価率 77.54％ 79.01％ 73.69％
図表 5　事業利益率，経常利益率，当期純利益率
（出所）平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期の 3 か年にわ
たる血液事業特別会計歳入歳出決算書・損益計算書
（財務数値）より筆者作成。
H26 年 3 月期 H27 年 3 月期 H28 年 3 月期
事業利益率 Δ 4.31％ Δ 7.56％ Δ 4.01％
経常利益率 Δ 4.81％ Δ 8.63％ Δ 9.46％
当期純利益率 Δ 5.59％ Δ 9.31％ Δ 1.11％
図表 6　減価償却費，減価償却費比率，償却前事業利益率
（円，％）
（出所）平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期の 3 か年にわ
たる血液事業特別会計歳入歳出決算書・損益計算書
（財務数値）より筆者作成。
H26 年 3 月期 H27 年 3 月期 H28 年 3 月期
減価償却費 8,707,303,426 9,739,726,929 9,750,778,334
減価償却費
比率
5.34％ 5.84％ 6.19％
償却前事業
利益率
1.03％ Δ 1.72％ 6.15％
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ては事業利益が導かれ，事業利益率がプラスの値
となっている。減価償却費比率の推移をみると，
H26/3. 5.34％，H27/3. 5.84％，H28/3. 6.19％ と
いう割合を示している。
　このことからも血液事業において減価償却費が
利益あるいは利益率のかなりの程度の足かせと
なっていることが明らかである。ただし裏返せば，
その影響を取り除く場合には，利益や利益率は確
保される年度があり，収益性が確保されていると
いう考察することも可能である。
　次に，図表 7 にみられる管理供給費比率，調査
研究費比率と両費目にまたがる人件費比率，経費
比率を確認する。管理供給費比率は，H26/3. 
25.88％，H27/3. 27.68％，H28/3. 25.47％であり，
調査研究費比率は，H26/3. 0.89％，H27/3. 0.87％，
H28/3. 0.88％で推移している。管理供給費はい
わゆる事業費関係であり，比率として一定程度の
割合は理解できる。平成 26 年 3 月期と平成 27 年
3 月期は 25％台で推移していたが，平成 28 年 3
月期は 27％を超える比率となっている。調査研
究費比率は，1％前後を推移しており，収益に対
する比率としては大きなものではない。しかも
年々比率は低下する傾向にある。
　また，人件費比率は，H26/3. 13.37％，H27/3. 
14.06％，H28/3. 13.32％であり，年々比率が増加
している傾向がある。また，経費比率は，H26/3. 
13.19％，H27/3. 14.28％，H28/3. 12.84％であり，
平成 27 年 3 月期は前年度に比べて低下していた
が，平成 28 年 3 月期はまた比率が増加している。
管理供給費と調査研究費という費目は血液事業に
特有のものと思われるが，材料費（供給原価と思
われる），人件費，経費という原価算定の費目か
ら見ても人件費比率，経費比率も同位の水準と
なっている。
　さて，収益性においては，これまで見てきたよ
うに損益計算書の 2 つの表示科目を組み合わせる
ことにより分析することが多い。ただし，貸借対
照表から得られる表示科目と損益計算書の各利益
を組み合わせて検討することも重要であり，有効
な比率である。図表 9 には平成 26 年 3 月期から
平成 28 年 3 月期における血液事業特別会計歳入
歳出決算書・貸借対照表（財務数値）を示してあ
るが，総資産額は図表 8 のとおりである。
　そこで，まずは，図表 10 に示すような総資産
償却前事業利益率と総資産償却前経常利益率を検
討しておく。総資産償却前事業利益率は，H26/3. 
0.68％，H27/3. Δ 1.21％，H28/3. 4.14％であり，
総 資 産 償 却 前 経 常 利 益 率 は，H26/3. 0.35％，
H27/3. Δ 1.96％，H28/3. Δ 2.20％で推移してい
る。平成 28 年 3 月期は事業損益，経常損益とも
に損失計上のため，有効な比率を表現していると
はいい難いが，平成 26 年 3 月期，平成 27 年 3 月
期はいずれもプラスの値となっている。ただし，
年々比率は低下している。
　最後に，総資産回転率について検討する。総資
産回転率は，H26/3. 0.66 回転，H27/3. 0.70 回転，
H28/3. 0.67 回転と推移している。総資産が事業
収益に貢献しているか，あるいは事業収益に対し
て所有する資産が効率的かを判断する分析指標で
ある。
図表 7　管理供給費比率，調査研究費比率
（出所）平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期の 3 か年にわた
る血液事業特別会計歳入歳出決算書・損益計算書（財
務数値）より筆者作成。
H26 年 3 月期 H27 年 3 月期 H28 年 3 月期
管理供給費比率 25.88％ 27.68％ 25.47％
調査研究費比率 0.89％ 0.87％ 0.88％
人件費比率 13.37％ 14.06％ 13.32％
経費比率 13.19％ 14.28％ 12.84％
図表 10　総資産償却前事業利益率，総資産償却前経常利益率
（出所）平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期の 3 か年にわ
たる血液事業特別会計歳入歳出決算書・損益計算書
（財務数値）より筆者作成。
H26 年 3 月期 H27 年 3 月期 H28 年 3 月期
総資産償却前
事業利益率
0.68％ Δ 1.21％ 4.14％
総資産償却前
経常利益率
0.35％ Δ 1.96％ Δ 2.20％
図表 8　総資産額
H26 年 3 月期 H27 年 3 月期 H28 年 3 月期
総資産額 248,610,533,307 236,904,758,859 234,344,451,506
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図表 9　日本赤十字社血液事業特別会計　平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期における歳入歳出決算書・貸借対照表
（財務数値）
貸借対照表
平成 26 年 3 月期 平成 27 年 3 月期 平成 28 年 3 月期
資　　　産　　　の　　　部
１　流　動　資　産
現 金 預 金 36,055,711,418 29,710,752,242 32,762,422,595
事 業 未 収 金 25,526,451,806 26,591,384,567 25,797,779,658
徴 収 不 能 引 当 金 37,124,830 16,307,174 27,344,149
25,489,326,976 26,575,077,578 25,770,435,509
未 収 金 144,484,167 76,702,578 34,601,899
有 価 証 券 49,990,036 49,991,250 79,998,058
輸 血 用 血 液 製 剤 9,200,609,137 9,712,625,477 9,171,014,278
分 画 製 剤 795,725,119
臍 帯 血 492,507,368 517,032,737 644,552,222
原 料 血 漿 6,897,555,064 6,675,559,807 6,749,159,436
器 具 3,030,344,265 2,460,129,248 2,938,907,876
薬 品 1,629,741,504 855,907,337 962,589,073
準 備 消 耗 品 105,054,153 74,956,632 71,237,061
貯 蔵 品 7,443,107 11,073,849 32,889,543
前 払 金
前 払 費 用 1,000,056,219 492,237,760 518,054,334
未 収 収 益 37,644,778 10,280,012 8,530,343
そ の 他 流 動 資 産 4,468,421,097 3,028,857,230 2,926,686,624
流 動 資 産 合 計 89,404,614,408 80,251,183,552 82,671,078,851
２　固　定　資　産
（1）　有形固定資産
建 物 56,142,096,474 56,497,869,306 57,555,342,729
減 価 償 却 累 計 額 22,808,496,573 23,475,586,089 24,164,865,320
33,333,599,901 33,022,283,217 33,390,477,409
建 物 付 属 設 備 52,465,200,074 53,593,788,273 54,123,444,789
減 価 償 却 累 計 額 29,462,635,875 30,627,367,494 31,658,245,971
23,022,564,199 22,966,420,779 22,465,198,818
構 築 物 3,364,641,714 3,627,153,011 3,829,999,252
減 価 償 却 累 計 額 2,271,737,587 2,304,056,320 2,418,238,561
1,092,904,127 1,323,096,691 1,411,760,691
機 械 備 品 30,536,657,099 31,056,776,247 30,835,432,994
減 価 償 却 累 計 額 22,119,322,884 20,950,884,418 22,857,294,499
8,417,334,215 10,105,891,829 7,978,138,495
車 両 16,008,708,910 15,804,992,441 15,971,863,934
減 価 償 却 累 計 額 12,272,645,245 12,540,506,540 13,061,476,270
3,736,063,665 3,264,485,901 2,910,387,664
土 地 24,233,957,719 25,847,303,338 25,718,278,501
建 設 仮 勘 定 1,737,587,541 54,667,000 202,371,760
有 形 固 定 資 産 合 計 95,554,011,367 96,584,148,755 94,076,613,338
（2）　無形固定資産
借 地 権 13,440,000 13,344,000 13,344,000
ソ フ ト ウ ェ ア 1,266,460,292 7,199,263,864 5,763,651,417
ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定 6,057,078,096 9,720,000 103,096,368
電 話 加 入 権 113,918,855 113,878,055 113,801,615
（円）
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平成 26 年 3 月期 平成 27 年 3 月期 平成 28 年 3 月期
電 気 ガ ス 水 道 供 給 施 設 利 用 権 38,066,939 35,151,762 32,161,733
そ の 他 無 形 固 定 資 産 4,869,650 3,529,750 2,189,850
無 形 固 定 資 産 合 計 7,493,737,832 7,374,887,431 6,028,244,983
（3）　投資その他の資産
長 期 性 預 金 2,500,000,000 1,250,000,000
投 資 有 価 証 券 8,060,906,438 7,956,731,252 7,822,534,258
長 期 前 払 費 用 24,892,994 61,246,334 85,790,264
血 液 事 業 資 金 6,704,792,470 6,706,155,538 6,707,493,157
退 職 拠 出 金 8,074,938,323 5,728,962,915 6,004,411,869
そ の 他 投 資 30,792,639,475 30,991,443,082 30,948,284,786
投 資 そ の 他 の 資 産 合 計 56,158,169,700 52,694,539,121 51,568,514,334
固 定 資 産 合 計 159,205,918,899 156,653,575,307 151,673,372,655
資 産 合 計 248,610,533,307 236,904,758,859 234,344,451,506
負　　　債　　　の　　　部
１　流　動　負　債
買 掛 金 9,321,028,330 8,195,579,029 8,272,162,393
短 期 借 入 金 436,864,000 436,864,000 436,864,000
短 期 リ ー ス 債 務 113,277,317 117,004,694 74,052,566
未 払 金 8,764,212,597 8,062,862,292 5,731,256,165
未 払 費 用 8,028,858,430 5,988,876,407 6,374,467,342
未 払 消 費 税 348,098,456 1,308,665,483 598,311,785
未 払 法 人 税 等 3,777,953 3,865,160 4,991,502
預 り 金 397,422,601 367,609,718 391,047,379
前 受 収 益 9,000 4,500
賞 与 引 当 金 3,532,153,000 3,271,307,252 3,076,056,356
そ の 他 流 動 負 債 9,720,000
流 動 負 債 合 計 30,945,692,684 27,762,363,035 24,959,233,988
２　固　定　負　債
長 期 借 入 金 5,592,902,000 5,156,038,000 4,719,174,000
長 期 リ ー ス 債 務 200,030,380 83,025,686 8,973,120
退 職 給 付 引 当 金 37,870,844,891 46,051,832,327 48,815,753,064
長 期 前 受 補 助 金 等 9,972,221,526 9,332,330,480 9,074,442,018
そ の 他 固 定 負 債 220,238,236 220,238,236 220,238,236
固 定 負 債 合 計 53,856,237,033 60,843,464,729 62,838,580,438
負 債 合 計 84,801,929,717 88,605,827,764 87,797,814,426
基　　　金　　　の　　　部
１　基　　本　　金
基 本 金 128,612,923,511 128,612,923,511 128,612,923,511
基 本 金 合 計 128,612,923,511
２　利 益 剰 余 金
利 益 積 立 金 9,957,148,150 9,957,148,150 9,957,148,150
特 別 積 立 金 18,256,506,984 18,256,506,984 9,728,859,434
当 期 未 処 分 剰 余 金 ( 未 処 理 損 失 金 ) 6,982,024,945    Δ 8,527,647,550    Δ 1,752,294,015
利 益 剰 余 金 合 計 35,195,680,079 19,686,007,584 17,933,713,569
基 金 合 計 163,808,603,590 148,298,931,095 146,546,637,080
負 債 及 び 基 金 合 計 248,610,533,307 236,904,758,859 234,344,451,506
（出所）平成 25 年度日本赤十字社血液事業特別会計歳入歳出決算書，平成 26 年度日本赤十字社血液事業特別会計歳入歳出決
算書，平成 27 年度日本赤十字社血液事業特別会計歳入歳出決算書より筆者作成。
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　血液事業については，回転率それ自体は少しず
つ改善されている兆候は見られる。ただし，1 回
転を下回るという結果は何を意味するものなのか。
総資産のうち収益に一度も貢献していない資産も
ありうる，つまり資産の効率さにおいて検討の余
地があるということになる。
6.　議論と総括（DiscussionsandConclusions）
　3 か年に及ぶ日本赤十字社の血液事業特別会計
の損益計算書にかかわる実数分析と，損益計算書
を中心とした経営分析を試みた。むすびにかえて，
総括と今後の議論について述べてみたい。
　損益計算書の分析，すなわち収益性分析につい
ては，平成 28 年 3 月期においては「一部改善」
した，といえるのではなかろうか。
　実数においては，売上にあたる事業収益は減収
となっているものの，各収益における前年度との
対比ではすべてについて堅調と上方の見方ができ
るように思われる。また，供給原価，管理供給費，
調査研究費のいずれにおいても前年度に比べて，
いわゆるコストダウンがうかがえる。
　さて，供給利益率は，H26/3. 22.46％，H27/3. 
20.99％，H28/3. 26.31％であり，利益率が正数
（プラス）を示すことと同時に，平成 28 年 3 月期
は最も高い利益率となっている。一方，事業利益
率，経常利益率，当期純利益率の推移は再掲とな
るが次のとおりである。
　 事 業 利 益 率 ―H26/3. Δ 4.31％，H27/3. Δ
7.56％，H28/3. Δ 4.01％
　 経 常 利 益 率 ―H26/3. Δ 4.81％，H27/3. Δ
8.63％，H28/3. Δ 9.46％
　 当期純利益率―H26/3. Δ 5.59％，H27/3. Δ
9.31％，H28/3. Δ 1.11％
　いわゆる利益率がマイナスという場合 5），これ
は分析指標算定上の分子，すなわち事業損失，経
常損失，当期純損失を示すことになる。稼ぎより
も負担が多いという状態，損失である。マイナス
幅については縮小されていることは評価するが，
損失の状態をもって良好であるという判断はでき
ないからである。
　ただし，償却前事業利益率を算定した場合は次
のようになっていることは注目に値する。
　償却前事業利益率―H26/3. 1.03％，H27/3. Δ
1.72％，H28/3. 6.15％
　平成 26 年 3 月期と平成 28 年 3 月期においては
正数（プラス）の値となっていたこと，とりわけ
平成 28 年 3 月期では 6.15％の利益率を導き出し
ていることは，収益性が確保されつつあるという
考察が可能であろう。
　さて，収益性を総合的に判断する場合，3 つの
分析指標の関係性を検討することが一般的である。
3 つの分析指標とは，総資産償却前事業利益率，
償却前事業利益率，総資産回転率である。その 3
つの分析指標とその比率は，図表 12 に示した通
りとなっている。
　総資産償却前事業利益率を基本にすると，償却
前事業利益率と総資産回転率に分解して考察でき
るという見方である。すなわち，平成 26 年 3 月
期は，総資産償却前事業利益率は 0.68％＝償却前
事業利益率 1.03％×総資産回転率 0.66 回転となる。
同様に，平成 27 年 3 月期は，総資産償却前事業
利益率はΔ 1.21％＝償却前事業利益率Δ 1.72％×
総資産回転率 0.70 回転となり，平成 28 年 3 月期
は，総資産償却前事業利益率は 4.14％＝償却前事
業利益率 6.15％×総資産回転率 0.67 回転となる。
　総資産償却前事業利益率が上下に揺れる要因は，
図表 11　総資産回転率率率
（出所）平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期の 3 か年にわ
たる血液事業特別会計歳入歳出決算書・損益計算書・
貸借対照表（財務数値）より筆者作成。
H26 年 3 月期 H27 年 3 月期 H28 年 3 月期
総資産回転率 0.66 回転 0.70 回転 0.67 回転
図表 12　収益性分析の総合的判断指標
（出所）平成 26 年 3 月期から平成 28 年 3 月期の 3 か年にわた
る血液事業特別会計歳入歳出決算書・損益計算書・
貸借対照表（財務数値）より筆者作成。
総資産償却前
事業利益率
償却前事業
利益率
総資産回転率
H26 年 3 月期 0.68％ 1.03％ 0.66 回転
H27 年 3 月期 Δ 1.21％ Δ 1.72％ 0.70 回転
H28 年 3 月期 4.14％ 6.15％ 0.67 回転
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償却前事業利益率が上下していることによるもの
と考察できる。それは，総資産回転率は 3 か年度
において平準化しているからである。償却前事業
利益率は，収益たる事業収益と，そこから得られ
た稼得である事業利益を組み合わせたものである。
もちろん，収益と利益の関係性にはいわゆる事業
費用が有機的に結合していることから，どのよう
な収益をさらに確保していくべきか，どのような
費用を節減していくべきか……事業内容と質等を
判断する中で，表示科目の一つ一つについて検討
していく必要があるように思う。また，総資産回
転率は平準化しているとはいえ，組織の持ってい
る資産を使った結果として稼ぎが得られることを
考えると，持っている資産の稼ぎに対しての効率
性には課題が残されているといえる。
　平成 28 年 3 月期の経営成績からは血液（特別）
事業は「一部改善」されており，経営者の努力が
垣間見られる結果となっている。
　収益をより一層追い求め，費用を徹底的に削減
する……稼ぎを増やし，費用を抑える……これし
か利益の確保はない。あるいは資産を有効活用し
ていく中で利益を捻出する……組織が有する持ち
モノをうまく使うこと……これしか利益の確保は
ない。
　2 方向からの利益確保のアプローチをどのよう
に確立していくか，改めて財務戦略，財務戦術に
期待したい。
【注】
1） 拙稿（2015-a）「日本赤十字社血液事業の財務分析」『和光経
済』第 48 巻第 1 号，p. 20.
2） 同上稿，p. 21.
3） 日本赤十字社では，平成 24 年 4 月以降，血液事業において，
「血液事業特別会計規則」を全面的に改正した。よって，平
成 26 年 3 月期から直近の平成 28 年 3 月期をとりあげるこ
とにより，同一の会計基準のもとでの比較可能な分析が可
能であるからである。
4） 前掲稿と基本的には同様のスタンスである。
5） 利益率がマイナスの場合において分析するか否かには議論
があるが本稿ではあえてマイナスの状況を示すことでより
危機感のイメージとし，組織に対しての奮起を促す姿勢を
とっている。
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